
　
本
校
は
１
学
年
９
ク
ラ
ス
、
生
徒
数

が
千
人
超
と
、
埼
玉
の
県
立
高
校
の
中

で
は
規
模
が
大
き
い
部
類
で
す
。
進
路

指
導
に
関
し
て
は
、
学
年
間
の
ブ
レ
を

防
ぎ
、
全
校
で
方
針
を
共
有
す
る
た
め

に
、
数
年
前
に
進
路
指
導
部
主
導
の
体

制
を
整
え
ま
し
た
。
模
試
の
後
に
間
違

え
た
問
題
を
解
き
直
さ
せ
る
「
模
試

ノ
ー
ト
」
の
提
出
を
全
学
年
共
通
で
課

し
た
り
、
１
・
２
年
生
合
同
の
「
進
学

合
宿
」
を
行
っ
た
り
と
、
他
学
年
と
共

通
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
指
導
方
針
と
し
て
重
視
し
て
い
る
の

は
、「
よ
り
自
分
を
鍛
え
て
く
れ
る
大

学
」
を
め
ざ
す
よ
う
に
導
く
こ
と
。
生

徒
が
最
も
成
長
で
き
そ
う
な
大
学
を
見

つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
選
択
肢
を
与
え
る
工
夫
を
講
じ
て

い
ま
す
。

　
例
え
ば
教
員
が
大
学
説
明
会
に
マ
メ

に
参
加
し
、
得
ら
れ
た
情
報
は
廊
下
に

貼
り
出
し
、生
徒
と
共
有
し
て
い
ま
す
。

大
学
の
選
び
方
の
指
導
で
は
、
偏
差
値

以
外
の
観
点
と
し
て
、
学
生
１
人
あ
た

り
の
教
員
数
、
資
格
試
験
の
合
格
率
、

理
系
な
ら
大
学
院
進
学
率
な
ど
の
確
認

も
勧
め
て
い
ま
す
。
数
値
は
大
学
に

よ
っ
て
算
出
基
準
が
異
な
る
た
め
、
読

み
取
り
方
の
注
意
点
も
解
説
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
分
に
合
っ
た
大
学
を
見
つ

け
る
に
は
、
見
学
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

例
年
10
月
に
は
、
１
年
生
全
員
が
２
大

学
ず
つ
を
訪
問
す
る
大
学
見
学
会
を
実

施
。一
般
入
試
に
よ
る
入
学
者
が
多
く
、

在
学
生
か
ら
刺
激
を
受
け
や
す
い
と
考

え
ら
れ
る
首
都
圏
の
10
数
大
学
に
進
路

指
導
部
が
依
頼
し
て
、
平
日
の
大
学
の

姿
を
生
徒
に
見
せ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
に
も
各
学
年
の
教
員
に
も
強
調

し
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ

ス
を
経
て
決
め
た
志
望
校
を
簡
単
に
あ

き
ら
め
な
い
こ
と
で
す
。
最
近
の
生
徒

は
、
放
っ
て
お
く
と
入
り
や
す
い
大
学

に
志
望
を
変
え
て
し
ま
う
一
方
、
一
度

気
持
ち
を
乗
せ
る
と
ま
っ
す
ぐ
に
志
望

校
を
め
ざ
す
素
直
さ
も
持
っ
て
い
ま

す
。
近
年
卒
業
し
た
あ
る
生
徒
は
、
学

力
は
本
校
の
中
で
下
位
で
あ
り
な
が

ら
、
あ
る
国
立
大
学
の
授
業
や
設
備
の

充
実
ぶ
り
に
ほ
れ
込
ん
で
志
望
を
最
後

ま
で
貫
い
た
結
果
、
後
期
入
試
で
そ
の

大
学
に
合
格
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
進
路
指
導
の
質
を
上
げ
る
た
め
に
、

本
校
で
は
古
く
か
ら
卒
業
生
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
力

に
な
っ
て
く
れ
て
い
る
の
は
、「
坂
高
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
登
録
さ
れ
た
有
志

の
卒
業
生
。
生
の
大
学
生
活
体
験
を
知

ら
せ
る
レ
ポ
ー
ト
の
執
筆
、
進
学
合
宿

に
お
け
る
受
験
体
験
の
講
演
な
ど
を

担
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
例
年
進
学

者
が
多
い
埼
玉
大
学
と
埼
玉
県
立
大
学

に
つ
い
て
は
、
大
学
の
協
力
を
得
て
、

現
役
学
生
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
大
学
を
案

内
す
る
機
会
も
設
け
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
5
年
度
卒
業
生
に
対
し
て

は
、
進
路
指
導
の
成
果
を
検
証
す
る
た

め
に
、
卒
業
前
・
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
（
上
の
図
表
）。

　
卒
業
生
全
員
を
対
象
に
し
た
卒
業
式

直
前
の
調
査
で
は
、
第
一
志
望
の
決
定

率
が
約
40
％
、決
定
進
路
の
満
足
度
は
、

「
満
足
」「
お
お
む
ね
満
足
」
の
合
計
が

約
76
％
な
ど
、
一
定
の
指
導
効
果
を
確

認
で
き
ま
し
た
。
指
定
校
推
薦
入
試
に

よ
る
合
格
者
に
依
頼
し
た
卒
業
後
の
郵

送
調
査
で
は
、
大
学
生
活
の
様
子
を
尋

ね
る
質
問
に
、「
高
校
時
代
と
は
別
の

視
点
で
物
事
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」「
ト
ッ
プ
校
出
身
の
同
級
生

と
出
会
い
、
彼
ら
が
な
ぜ
勉
学
に
秀
で

て
い
る
の
か
わ
か
っ
た
」
な
ど
の
回
答

が
集
ま
り
、
多
く
の
卒
業
生
が
、
自
分

を
鍛
え
て
く
れ
る
環
境
に
出
会
え
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
傾
向
を
分
析
し
た
り
、
全
学

的
に
共
有
し
た
り
す
る
ま
で
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
現
在
の
指
導
の
ウ
ィ
ー

ク
ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け
出
し
、
改
善
に

生
か
す
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
す
。

　
大
学
案
内
や
説
明
会
で
今
ひ
と
つ
物

足
り
な
い
点
は
、
入
学
後
に
伸
び
る
の

は
ど
ん
な
学
生
な
の
か
、
伸
び
た
学
生

に
は
ど
ん
な
力
が
つ
い
た
の
か
が
わ
か

ら
な
い
こ
と
で
す
。
特
に
、「
入
試
競

争
率
が
低
く
て
も
入
学
後
満
足
度
が
高

い
大
学
」を
生
徒
に
勧
め
る
と
な
れ
ば
、

信
頼
で
き
る
情
報
が
必
要
で
す
。

　
こ
う
し
た
情
報
は
、
主
に
卒
業
生
か

ら
得
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
数
年
前

に
成
績
下
位
で
卒
業
し
、
入
試
競
争
率

が
低
い
大
学
に
入
っ
た
あ
る
生
徒
は
、

入
学
後
に
ほ
ぼ
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
英
語

を
学
ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
、
語
学
優
秀
者

だ
け
が
参
加
で
き
る
留
学
を
経
験
。
一

部
上
場
企
業
の
内
定
を
複
数
得
た
と
い

う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
生
徒

に
ど
ん
な
力
が
つ
い
た
の
か
、
な
ぜ
が

ん
ば
れ
た
の
か
を
大
学
が
伝
え
て
く
れ

れ
ば
、「
こ
の
卒
業
生
は
○
○
大
学
の

△
△
が
あ
っ
た
か
ら
伸
び
た
の
だ
」
と

後
輩
の
生
徒
た
ち
に
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　
生
徒
に
と
っ
て
も
教
員
に
と
っ
て

も
、合
格
は
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
学
で
も
、
社
会
に
出
た
後
も
、
彼
ら

は
学
び
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
の
基
礎
を
養
い
、
そ
れ
を
養
成

で
き
る
進
学
先
へ
と
導
く
こ
と
が
、
本

校
に
お
け
る
進
路
指
導
の
目
的
で
す
。

3
年
間
の
進
路
指
導
の
流
れ

進路指導の
実態
レポート
1

卒
業
生
の
力
も
借
り
リ
ア
ル
な
大
学
情
報
提
供
、

自
分
を
鍛
え
る
大
学
探
し
を
支
援
し
て
い
ま
す

埼
玉
県
立 

坂
戸
高
校
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【
坂
高
生
に
な
る
】新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

／
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト（
以
下
ス
タ
サ
ポ
＊
1
）

／
適
性
検
査
／
進
路
希
望
調
査

【
学
習
習
慣
の
育
成
】ス
タ
サ
ポ
振
り
返
り
面
談

／
懇
談
会

【
文
理
選
択
を
考
え
る
・
生
活
時
間
の
固
定
】

合
格
体
験
記
読
み・
面
談
／
三
者
面
談（
＊
2
）

【
実
力
テ
ス
ト
挑
戦
・
夏
休
み
計
画
】夏
休
み

計
画
立
案
／
実
力
テ
ス
ト（
７
月
記
述
模
試
）

／
面
談
／
夏
季
進
学
補
講

【
将
来
に
つ
い
て
調
べ
る
】進
学
合
宿
／

職
業
研
究
課
題

【
学
習
へ
の
切
り
替
え
・
模
試
デ
ジ
の
活
用
】

進
路
講
演
会（
＊
3
）／
面
談
／
ス
タ
サ
ポ

【
大
学（
学
部
）を
知
り
、高
い
進
路
意
識
を
持
つ
】

実
力
テ
ス
ト（
11
月
記
述
模
試
）／
大
学
見
学
会

【
学
習
習
慣
の
点
検
】模
試
復
習
／
面
談

【
社
会
人
か
ら
学
ぶ
・
11
月
模
試
の
振
り
返
り
】

面
談
／
社
会
人
に
よ
る
進
路
講
演
会

【
入
試
制
度
を
知
る
】実
力
テ
ス
ト（
１
月
記
述

模
試
）／
進
路
講
演
会

【
２
年
生
に
向
け
て
決
意
表
明
】

Ｐ
Ｔ
Ａ
進
路
講
演
会
／
進
路
講
演
会
振
り
返
り

【
先
輩
か
ら
学
習
・
進
路
に
つ
い
て
学
ぶ
・

１
年
生
の
反
省
】模
試
振
り
返
り
／
面
談
／

卒
業
生
体
験
発
表
会
／
進
路
研
究
の
総
括

特集●高校の進路指導の「今」

勧
め
た
い
の
は

生
徒
を
鍛
え
て
く
れ
る
大
学

卒
業
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

指
導
に
説
得
力
を
も
た
ら
す

大
学
で
ど
の
よ
う
な

力
が
つ
く
の
か
知
り
た
い

1 年2 年3 年

【
受
験
生
と
し
て
学
習
計
画（
長
期
・
短
期
）

立
案
】進
路
希
望
調
査
／
ス
タ
サ
ポ
振
り
返
り

面
談
／
セ
ン
タ
ー
説
明
会
／
専
門
学
校
指
導

【
基
礎
固
め
の
徹
底
】大
学
見
学
会
／

模
試
の
目
標
設
定
／
懇
談
会

【
部
活
動
の
集
大
成
・一
般
受
験
の
覚
悟
を

決
め
る
】合
格
体
験
記
を
読
み
面
談
／

進
路
講
演
会
／
６
月
マ
ー
ク
模
試
／

国
公
立
大
学
説
明
会
／
三
者
面
談（
＊
6
）

【
苦
手
科
目
・
分
野
の
克
服
】７
月
記
述
模
試

／
推
薦
入
試
説
明
会
／
成
績
会
議

【
夏
休
み
3
5
０
時
間
学
習
・
悔
い
の
な
い

文
化
祭
】推
薦
入
試
説
明
会（
出
願
方
法
）

【
セ
ン
タ
ー
出
願
・
夏
休
み
の
成
果
を
測
る
】

大
学
見
学
会
／
セ
ン
タ
ー
試
験
説
明
会
／

第
一
回
マ
ー
ク
模
試
／
推
薦
校
内
選
考

【
セ
ン
タ
ー
ま
で
1
0
0
日
】第
二
回
記
述

模
試
／
出
願
指
導
説
明
会（
併
願
指
導
）

／
模
擬
面
接
指
導

【
後
悔
の
な
い
出
願
校
決
定
】Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会

（
出
願
校
の
選
択
）／
面
談
／
直
前
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
受
験
校
の
情
報
収
集
）／
受
験
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

（
受
験
校
の
戦
略
立
案
）／
第
３
回
マ
ー
ク
模
試

／
保
護
者
面
談（
出
願
最
終
決
定
）

【
セ
ン
タ
ー
直
前
演
習
・
模
試
見
直
し
】調
査
書

交
付
説
明
会
／
セ
ン
タ
ー
直
前
問
題
演
習

【
セ
ン
タ
ー
本
番
・
第
一
志
望
校
合
格
に
向
け
て

最
後
ま
で
や
り
抜
く
】セ
ン
タ
ー
直
前
指
導
／

自
己
採
点
／
国
公
立
出
願
指
導
／
面
談

【
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
切
り
替
え
・
二
次
出
願
】

進
路
結
果
報
告

【
先
輩
と
し
て
後
輩
に
伝
え
る
・
新
し
い

ス
テ
ー
ジ
へ
】進
路
ア
ン
ケ
ー
ト（
進
路
指
導

の
検
証
）

【
夏
休
み
の
目
標
と
計
画
立
案
・Ｏ
Ｃ
に
参
加
】

実
力
テ
ス
ト（
7
月
記
述
模
試
）／
面
談
／

大
学
研
究
課
題
／
成
績
会
議

【
弱
点
科
目
、分
野
の
克
服
】進
学
合
宿
／

Ｏ
Ｃ
報
告
書
の
提
出

【
文
化
祭
か
ら
学
習
へ
の
切
り
替
え
】

大
学
見
学
会
／
進
路
講
演
会（
＊
3
）／

模
試
の
振
り
返
り
面
談
／
ス
タ
サ
ポ

【
５
教
科
に
挑
戦
・
苦
手
科
目
か
ら
逃
げ
な
い
】

11
月
記
述
模
試
の
目
標
設
定
／
11
月
記
述
模
試

【
大
学
出
張
講
義
を
通
し
て
学
問
を
知
る
】

大
学
出
張
講
義
／
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会

【
第
一
志
望
を
宣
言
す
る
】

記
述
模
試
の
成
績
表
振
り
返
り

【
３
年
生
０
学
期
ス
タ
ー
ト
・
志
望
校
と
の
差

を
確
認
し
や
る
べ
き
こ
と
を
明
確
に
す
る
】

第
一
志
望
宣
言
の
提
出
／
面
談（
＊
5
）／

セ
ン
タ
ー
同
日
チ
ャ
レ
ン
ジ
／
１
月
記
述
模
試

【
小
論
文
を
通
し
て
志
望
を
明
確
に
す
る
】

模
試
の
復
習
／
小
論
文
指
導
／
セ
ン
タ
ー

試
験
早
期
対
策
模
試
／
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会

【
志
望
に
向
け
て
走
り
出
す
・２
年
生
の
反
省
】

１・２
月
模
試
振
り
返
り
面
談
／
ス
タ
サ
ポ
／

卒
業
生
体
験
発
表
会
／
進
路
研
究
の
総
括

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

2
月

1
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

＊
高
校
提
供
の
資
料
を
基
に
作
成

埼玉県立坂戸高校▲埼玉県坂戸市▲1971年開校▲全日制・男女共学（普通科、
外国語科）生徒数1084名▲大学合格実績：国公立／10名　私立／大東文化、東洋、
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＊5：１月記述模試の目標設定・志望校研究
＊6：志望校検討・推薦の確認

＊1：学力と学習習慣の２軸を測定・分析するアセスメント教材（ベネッセ）
＊2：２年の選択科目確認
＊3：模試の活用法を知る
＊4：スタサポの結果をもとに進路の検討・３年の選択科目確定
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大
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見
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いしかわよしお●教職歴29年。同校赴任歴６年目。同
校の卒業生。モットーは「持っているものは全て出す」。高
みに届いてこそ見える景色を、生徒と一緒に見たいという。

石川好夫進路指導主事

卒業生対象の調査で
進路指導の成果を検証

＊2015年度 卒業式直前進路アンケートより ＊2016年度 卒業後の進路調査より

進路先の志望順位は？

進路先の満足度は？

45.1

（％）

（％）

25.7

進路先の全体的な感想例
●予想以上に満足：さまざまなことを学びたいと
思っていたので、他学部の授業を受けられる制
度に満足しています。（立教大学）●ほぼ予想
通り：勉強は難しいですが、仲間と切磋琢磨する
充実した生活を送れています。（埼玉医科大学）
●ほぼ予想通り：単位を落とせないので定期試
験やレポートなどを全力でがんばっています。多
くの人が想像するようなモラトリアム的な学生生
活ではありません。（女子栄養大学）

進路選択において重要だと感じたこと
●偏差値を重視するのではなく、自分が学ぶ姿を
想像できる大学を選ぶことです。（東京家政大学）
●将来やりたいことをサポートしてくれる大学であ
るかどうかです。私はカリキュラムなどを確認して
選びました。（東洋大学）●めざしていることが実
現できる大学を選びました。周りの人から聞く評
判、実際に訪れたときの直感的な印象なども重要
です。（文京学院大学）

8.1

13.7 

31.1

39.8

22.8
11.7

第１志望

第２志望

その他

第３志望

満足している
おおむね満足
している

その他2.0

あまり満足
していない

満足して
いない

＊合格実績は2016年度入試での現役生のデータ（以下他校も同様）


